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BeO セラミックス板を用いた中性子線・γ 線混在場での γ 線量測定の検討  
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[緒言]BeO は組織等価性が高く、また熱中性子に対する捕獲断面積が小さいため、個人被ばく線

量計や中性子線・γ線の混在場での γ線量測定に用いられている。特に、中性子線・γ線混在場で

の γ線量の測定が可能な唯一無二の線量計であるため、ホウ素中性子捕捉療法(BNCT)の治療計画

の検証や装置の精度管理には欠かすことができない。しかし、現在市販されている BeO熱蛍光線

量計(BeO:Na)は、粉末の BeOがガラス管に封入されたもので、破損すると毒性が高い BeOが飛散

するため販売が中止されている。そのため、代替技術の開発が喫緊の課題となっている。そこで

我々は、飛散しないだけでなく、二次元の線量分布測定の期待も大きい BeOセラミックス板を用

いて中性子線・γ線混在場での γ線量測定を行ったので報告する。 

[方法]10×10×1 mm3の BeOセラミックス板(Thermalox995)3個と BeO:Na(UD-170LS, Panasonic)3

個を近畿大学原子炉の原子炉中心から 0 cm、15 cm、30 cm、45 cmの高さにそれぞれ設置し 2時

間照射した(熱中性子束：3.02×106 ~ 8.27×106 cm-2s-1)。その後、昇温速度を 0.1 ℃s-1でグロー曲

線の測定を行い、BeO セラミックス板の中性子場での熱蛍光特性と γ 線量を検討した。なお、γ

線量はグロー曲線の 50 ℃から 400 ℃までの熱蛍光量の積算値を線量に変換して求めた。 

[結果・考察]BeOセラミックス板のグロー曲線を Fig.1に示す。いずれの高さにおいても、150 ℃

と 270 ℃付近にグローピークを示した。また、Fig.2 に BeO セラミックス板と BeO:Na の原子炉

中心からの距離に対する γ線量を示す。原子炉中心から 45 cmの高さまで両者の線量は同等であ

った。以上のことから、BeOセラミックス板は中性子線・γ線の混在場で中性子線(熱中性子束：

3.02×106 ~ 8.27×106 cm-2s-1)の影響を受けずに、γ線のみを選択的に測定できることが示唆された。

今後はより熱中性子束が高い BNCTの照射場での中性子線・γ線混在場の γ線量測定を試みる。 
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Distance from the center of the reactor (cm)

Dose S.D Dose S.D

0 cm 18.90 3.71 17.64 0.62

15 cm 16.60 3.60 16.24 1.54

30 cm 11.31 2.56 10.28 0.56

45 cm 6.02 1.19 5.60 0.17
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